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学校評価総括評価表

徳島県立富岡西高等学校



◎進路指導課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

自主的・主体的に学
習に取り組み、自ら
の在り方・生き方を
考える生徒を育成す
る。

１）主体的な学習活動を促進して、高い
志を持ち、一人一人が自らの在り
方・生き方を考える生徒を育成す
る。

１）① １）① （評定）

　　Ｂ
○

② ②

③ ③ ○

④ ④

⑤ ⑤

２） 生徒の能力、適性に応じた進路実現
を図るため、きめ細かな進路指導を
体系的に行う。

２）① ２）①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

１）① １）①

３年次生の進路（志望校等）の分析を目的とし
た進路対策委員会を年間３回以上実施する。

進路対策委員会は各回の目的に応じて年
間３回開催した。２年次生も実施した。

活動計画 活動計画の実施状況

年次集会や講演会等さまざまな場面で日々の記
録に活動記録ノートを活用させる。

年次集会や講演会等の記録に活動記録
ノートを活用させた。

進路情報誌『道』を発行し、ホームルーム活動
で活用する。

７月に『道』を発行した。７月に『道』
を使った進路ホームルーム活動を特設し
て実施した。進路ホームルーム活動の生
徒の満足度は91％(90％)、教職員は95％
(96％)と高い。(　　)は昨年度。

生徒対象と保護者対象の二部に分けて各年次で
進路講演会を実施する。

５月に３年次の保護者対象進路説明会を
実施し、６月に３年次の生徒を対象に河
合塾の武村健太氏を招いて進路講演会を
実施した。９月に１年次の生徒・保護者
を対象にベネッセの高木悠汰氏を、２年
次の生徒・保護者を対象に近畿大学入学
センター高大連携課の屋木清孝氏を招い
て進路講演会を実施した。進路講演会は
生徒88％(90％)、保護者95％(90%)と高
い満足度を示した。(　　)は昨年度。

長期休業中（１・２年次全員）、早朝補習と８
限目補習、大学入学共通テスト後に国公立大学
の二次対策補習・私立大学一般入試対策補習を
希望者対象に実施する。（３年次）

１・２年次の長期休業中補習について
は、英数国の３教科で夏季10日、冬季３
日実施した。３年次の補習については、
長期休業中補習夏季20日、冬季５日、早
朝補習45日、８限目補習35日、二次私大
対策補習20日等を生徒の進学先に応じて
実施した。

授業動画等を積極的に活用する。 課題配信に対する反応は良いが、自ら動
画を活用することは一部の者に留まって
いる。

進路相談室（進路室隣）を面接等に利用し有効
に活用する。

二者面談や面接練習、個別指導等さまざ
まな用途で活用することができた。

個人面談、各年次部会、三者面談等で各年次に
必要な進路情報誌を提供する。３年次担任会を
毎週火曜日に開催し、情報の共有を図る。

保護者には積極的に進路情報誌を提供し
た。また、ホームルームや教職員個人用
に、入試や進路に関する情報誌を適宜提
供した。３年次の担任会を毎週火曜日に
実施し、生徒の進路実現に向けての情報
を共有することができた。

年次集会や講演会などにおいて、活動記録ノー
トを活用する。

年次集会や講演会等の記録に活動記録
ノートの活用を促した。

オープンキャンパスの参加（１
年:31人、２年:86人、３年:18
人)については、1年次の参加が
やや少なかった。オープンキャ
ンパスに参加する理由を丁寧に
説明するとともに、積極的に案
内（個々への声かけ）をするこ
とにより、今年度より多くの生
徒が参加するよう促す。

オープンキャンパスの積極的な参加を促進す
る。

夏季休業中のオープンキャンパス・体験
入学に関する情報を随時提供し、タイム
リーな情報が行き渡るように掲示物等に
配慮した。集会では、進路を考える上で
情報を入手することと、自分から進んで
行動することの重要性を伝えた。今年度
のオープンキャンパス参加者は、のべ
135名であった。

（所見）
　今年度のオープン
キャンパスについて
は、現地でのオープン
キャンパスに参加する
者が多数おり、自分の
将来をみつめる良い機
会となった。
　生徒・保護者対象の
進路講演会において
は、講演の目的を明確
にして講演内容を吟味
した上で実施できたこ
とで、生徒・教員とも
に満足度は高かった。
進路情報誌『道』の合
格体験記は後輩の良き
参考資料となってい
る。
　補習、スタディサプ
リ、Classiがあり、生
徒が学習するにあた
り、それらをうまく活
用しきれていないよう
に思われる。活用方法
の模索が必要だと思わ
れる。

自習室を積極的に活用する。 自習室だけでなく、２階東渡り廊下に設
置してある学習スペースも多くの者が活
用していた。

来年度の大学入試から教科「情
報」が加わることより、その対
策としてスタディサプリを活用
する。その活用の仕方を、他教
科での活用方法の参考とする。

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度

自　己　評　価 次年度への課題と
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② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

２）① ２）①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

◎教務課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

確かな学力を身につ
けさせる。

１）進学型単位制の特長を生かした魅力
ある教育課程を編成する。

１）① １）① （評定）

　　Ａ
○ 他県のＳＳＨ校の教育課程を研

究し、よりよい教育課程の編成
に向けて改良を重ねる。

② ② ○ 学校開放に関してはアンケート
や近隣中学校からの評価をもと
に、よりよい実施期間や方法に
ついて検討を重ねる。

２）教科指導方法を工夫改善し、分かる
授業、学力のつく授業を実践する。

２）① ２）① 〇 授業力向上研修等を通じて教員
の授業力向上を図るとともに、
求める学力について生徒との共
通認識を図るようにする。

② ② 教員の新型コロナウイルス感染等の突発
的な事態に対し、自習対応が多くなっ
た。

評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度
新教育課程実施にあたり、教育課程検討委員会
を2回以上実施する。

教育課程検討委員会を２回実施し、生徒
の実態に合わせた教育課程の編成に努め
た。

学校開放を積極的にすすめる。 中学生体験入学を８月に実施した。学校
公開を11月の平日５日間行うなど積極的
に学校開放をすすめた。

授業評価を年２回実施し、２回目の肯定的な評
価を向上させるとともに、90%以上とする。

７月と12月に実施した。12月は94％の生
徒が、授業が「わかりやすい」「どちら
かといえばわかりやすい」と肯定的に評
価した。

出張・年休の振替を積極的にすすめる。

自　己　評　価 次年度への課題と

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策

生徒対象と保護者対象の２部に分けて各年次で
進路講演会を実施する。

５月に３年次保護者対象進路説明会、６
月に３年次生徒対象進路講演会、９月に
１・２年次の生徒・保護者を対象に進路
講演会を実施した。

夏冬の長期休業中に１・２年次は英数国の補習
を実施する。３年次には希望者を対象に、進学
先に応じた入試対策補習を計画する。早朝補習
は希望制で英数国で２クールに分けて実施す
る。８限目補習は理科、地歴・公民からの選択
で火水木の放課後に実施する。国公立大学の二
次対策補習・私立大学一般入試対策補習では志
望校合格を目指す。

１・２年次の長期休業中補習について
は、夏季と冬季で実施した。３年次の補
習については、長期休業中補習について
は、夏季と冬季で実施し、早朝補習、８
限目補習、二次私大対策補習を実施し
た。

進路対策委員会に必要な資料を作成する。 ７月に進路志望先検討会、12月に進路志
望先研究会、１月に大学入学共通テスト
後の出願検討会として年間３回実施し
た。その他推薦に関する選考会などは複
数回実施した。模擬試験の集計結果を用
いて進路対策委員会に必要な資料を作成
するとともに、大学入学共通テスト後の
担任作成資料は担任の負担が減少するよ
う内容を改善している。

進路相談室（進路室隣）を進路指導課に関わる
活動に限らず、部活動や各小規模な説明会等に
活用してもらえるように学校全体に働きかけ
る。

用途を限定することなく活用してもらえ
るよう案内した結果、二者面談や面接練
習、個別指導等さまざまな用途で利用し
てもらうことができた。

良質な内容の進学情報誌等を選択し、生徒・保
護者に提供する。

１・２年次の保護者には高校のガイダン
ス本や入試の概要がわかる冊子を、３年
次の保護者には入試や進路の詳しい情報
冊子を配布した。

進路情報誌『道』を作成し、『道』を使った特
設ホームルーム活動では担任から進路設計の指
導を行い、先輩の軌跡から学ばせる。

７月に『道』を発行した。７月に『道』
を使った進路ホームルーム活動を特設し
て実施した。

夏季休業中のオープンキャンパスや体験入学へ
の参加を促す情報を提供する。自分から進んで
活動することを促し、自らの進路や将来をしっ
かり考えさせる。

夏季休業中のオープンキャンパス・体験
入学に関する情報を随時提供し、タイム
リーな情報が行き渡るように掲示物等に
配慮した。

社会科教室（多目的室）等の自習室を積極的に
活用させる。

多くの生徒が自習室を活用した。

各自の学習において、スタディサプリやClassi
等を積極的に活用させる。

教科の課題等を配信することにより、生
徒の学習時間を確保することができた。
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１）① １）①

② ②

２）① ２）①

② ②

◎ＳＳＨ課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

科学的探究活動から地
域社会をイノベーショ
ンする人財育成に資す
るカリキュラムの開発
に努める。

１）ＳＳ・ＳＡや自然科学部活動の充実
を図り、生徒のプレゼンテーション
力や高度な思考力の育成を図る。

１）① 1) ① （評定）

　　Ｂ
○

② ②

③ ③

２） 各教科・科目においてアクティブ
ラーニングやＩＣＴの活用により、
本校ＳＳＨの３本柱を育むための授
業改善に努める。

２）① ２）① ○

② ②

１）① １）①

② ②

③ ③

２）① ２）①

② ②関係各課・科と連携して、２学期または３学期
に公開授業を実施し、生徒の変容を検証する。

３学期に公開授業を実施した。自己評価
によると、科学的な思考力・探究力の向
上を認識している生徒は81％であり、Ｓ
ＳＨの取組が効果を上げているといえ
る。

理数科２年次生による小学生対象出前授業を、
７月と９月に実施する。

理数科２年次生による小学生対象出前授
業を、７月には実施したが、９月は実施
できなかった。

課題研究のテーマや研究内容に関わる領域の講
師を招いて、ワークショップを取り入れた特別
講義やスペシャリストアカデミーやトップリー
ダーセミナーを実施する。

実施した特別講義等については、生徒の
課題研究のテーマに関連したものを中心
に実施した。

授業改善等について検討する各教科代表者から
なる組織を立ち上げ、検討・実践を進める。

授業改善プロジェクトチームによる、授
業改善のための職員研修を実施した。公
開授業月間を企画し、授業改善を推進し
た。

授業者は、本校ＳＳＨ指針の３本柱を意
識してアクティブラーニング型授業やＩ
ＣＴを積極的に活用した授業を指導案等
で計画し、実行できた。

授業改善においては、ＳＴＥＡ
Ｍ教育の視点を取り入れ、全教
科が教科横断的な授業を展開
し、コンピテンシーの共有を図
れるよう教員間のコミュニケー
ションを密にし、研修を充実さ
せる。

職員研修や公開授業をとおして、本校ＳＳＨの
３本柱を育てるための授業改善を図る。

公開授業後研修を行い授業改善の手法に
ついて知識を共有し、適宜共通理解を図
ることができた。

活動計画 活動計画の実施状況

課題研究に関する年間指導計画を確立させ、校
内発表会において研究の深化を図り、校外の発
表会への参加や、科学コンテスト等に研究論文
等を出品する。

理数科１年次生において、徳島大学や城
南高校と連携し、課題研究の指導計画を
検討し、テーマ決めの手法を確立した。
研究成果を科学コンテスト等に計画通り
出品し、第80回科学作品展で特選を受賞
した。

ＳＳ・ＳＡでの課題研究の深化のため、構想発
表会・中間発表会・最終発表会等を行う。自然
科学部の活動を校内外において公開する。

ＳＳ・ＳＡともに予定通り発表会を実施
した。自然科学部においては、科学コン
テストに研究論文を出品し、四国金属学
会でポスター発表を行った。

〇本校のOBで活躍している人は
大勢いるので、SSHでその人材を
活用していくとよい。

課題研究の質を高め、様々なコ
ンテストにおいて受賞者を増加
させるための方策として、卒業
生や、現役大学生・大学院生に
よるＴＡネットワークの構築及
び、地元の中学生・小学生を対
象とした生徒による実験教室を
充実させ、科学教育の拠点校と
しての取組を充実させる。

理数科生徒による小学生対象の出前授業を開催
し、プレゼンテーション能力を育む。

授業者は、科学的な知識を小学生にわか
りやすく伝えることができ、プレゼン
テーション能力を向上させた。

（所見）
　５年間のＳＳＨ指定
期間が本年度で終了す
る。ＳＳ・ＳＡともに
成果を上げてきた。高
大連携事業やスペシャ
リストアカデミー、
トップリーダーセミ
ナーにより関係機関と
の連携を強めることが
できた。
　課題研究において
は、グループ研究を行
うことで、他者との協
働により、課題を解決
する行動力・コミュニ
ケーション力を育むこ
とができている。
　授業改善において
は、科学的思考力やプ
レゼンテーション能力
を育むための取組が行
われ、生徒の自己評価
からもＳＳＨの取組が
効果を上げていると考
えられる。

大学・企業・専門機関等との連携を密にして、
高大連携事業や、スペシャリストアカデミー・
トップリーダーセミナーを開催する。

高大連携事業は、県内大学６回、スペ
シャリストアカデミーは２回、トップ
リーダーセミナー２回15講座を実施し
た。

アクティブラーニング型授業やＩＣＴを活用し
た授業を行い、本校ＳＳＨの３本柱を育てる。

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度

７月と12月に実施した。12月は94％の生
徒が授業を肯定的に評価し、７月実施の
93％より１％向上した。ＩＣＴを利用し
て分析作業を課員で分担することでさら
に省力化につなげた。

出張・年休の振替率を80%以上にする。 教員の新型コロナウイルス感染等で自習
対応が多くなり、振替率は93%となっ
た。

自　己　評　価 次年度への課題と

活動計画 活動計画の実施状況

教育課程検討委員会を２回以上実施し、観点別
評価や魅力ある教育課程実現に向けて議論をす
すめる。

教育課程検討委員会を２回実施し、生徒
の実態に合わせた教育課程の編成に努め
た。また、教育課程に肯定的な評価をし
ている保護者は91％、生徒は89％であっ
た。

（所見）
　教育課程を検討し、
生徒の実態に合わせた
教育課程の編成に努め
た。他の校務分掌、各
年次との連携を図り、
スムーズな学校運営や
学校開放の実施につな
げた。
　また、ＩＣＴを積極
的に利用し、課員の負
担軽減と業務改善を進
めた。

オープンスクール（学校公開・中学生体験入
学）を年間２日以上設定する。

中学生体験入学を８月25日に実施。学校
公開を11月６日から10日までのの平日５
日間行い、最終日は部活動公開を実施し
た。

授業評価を６月と11月の年２回実施する。集計
はＩＣＴを活用し、省力化を図る。
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◎国際課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

グローバルな視点で
地域に貢献する人材
を育成する。

１）コミュニケーション能力を伸ばし、
国際社会の中で主体的に生きる力を
育成する。

１） 1) （評定）

　　Ａ
○ 台湾研修を中心とした国際交流

を充実させ、できるだけ多くの
生徒が関われるようにしたい。
また、交流内容を積極的に校外
へ発信したい。

２） 望ましい職業観、勤労観または、人
生観を育成し、地域をイノベーショ
ンするグローカルな視点を養う。

２） ２） ○ 調べ学習の域を越える探究活動
ができるように工夫したい。特
に、１年次は大きくやり方を変
えたい。

１）① １）①

② ②

③ ③

２）① ２）①

② ②

◎特別活動課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

さまざまな行事や活
動において、自主
的・主体的に計画し
実践できる生徒を育
成する。

１）部活動、生徒会活動等を活性化し連
帯感を持たせ、主体性や協働の精
神、愛校心を育てる。

１）① １）① （評定）

　　Ａ
○ 生徒総会をはじめ、生徒会が中

心となって生徒の意見を聞き、
より良い学校生活のために根拠
を持って提案できるような活動
を活性化させる。

② ② ○ しっかりと時間をかけて新制服
への取組を実践していく。

③ ③

２） 学校行事や部活動等をとおして、調
和のとれた人間性の育成を図る。

２）① ２）① 　新型コロナウイルス
のみならずインフルエ
ンザの流行で実施計画
を一部変更したが、柔
軟に対応できた。

② ②

学校祭をはじめとする学校行事の満足度を80％
以上とする。

４年ぶりに一般公開を実施し、生徒・保
護者とも80％以上の満足を得ることがで
きた。

部活動への入部率を80％以上とする。 生徒会が部活動紹介を工夫して行い、新
入生の80％を超える生徒の加入を実現す
ることができた。

評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度
部活動主将・部長会議を年間２回実施する。
(必要に応じて適宜実施する)

部活動主将・部長会議を２回実施した。
会議でそれぞれの部の活動状況について
確認することで、学習とのバランスを考
え、めりはりのある練習を心がけること
ができた。

〇制服について、生徒から意見
が出てきたのはよい。生徒の声
を大切にして進めてほしい。

〇生徒が主体となってカジュア
ルデーなどの新しい提案がなさ
れるのはよいことである。各種委員会を少なくとも年間２回以上実施し、

委員会ごとでの生徒の積極的な活動を促す。
各委員会ごとに新しい生活様式に合わせ
て活動計画を実施できた。

（所見）
　部活動においては学
習時間の確保を意識し
た活動がもっと定着で
きるようにしたい。年間を通し、あいさつ運動を実施する。 各部、年１回の活動に取り組み、生徒会

役員は毎学期に１回ずつ取り組んだ。

探究活動の内容を各種コンテストに応募する機
会を３回以上設ける。

２年次の課題研究グループがアップデー
トコンテストに応募した。そのうち１つ
のグループが第一次選考を通過し、最終
審査会に出場した。

自　己　評　価 次年度への課題と

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策

活動計画 活動計画の実施状況

海外研修参加者の事前学習を５回以上実施す
る。

事前学習として國立新化高級中學とオン
ライン交流を５回、ペンパル交流を２回
実施した。

１・２年次生を対象に、台湾を中心とした国際
理解教育の授業や活動を３回以上実施する。

台湾出身の社会人講師による台湾につい
ての講演会を１回実施した。中国人講師
による中国語の授業を各クラス２回ずつ
実施した。新化高級中學生が来校した際
には、交流活動や授業を展開した。

台湾以外の外国人との交流を３回以上実施す
る。

アメリカ人高校生が１ヶ月間、授業体験
をした。マレーシアの高校生とオンライ
ン交流を１回実施した。カナダ人の高校
生が来校し、部活動を体験した。

評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度
台湾の國立新化高級中學と姉妹校締結をし、台
湾をはじめ諸外国の人々との交流を進める。

台湾の國立新化高級中學と姉妹校締結を
し、相互訪問をすることができた。台湾
以外にもアメリカ、マレーシア、カナダ
の人々と交流することができた。

〇台湾交流などの経験が生徒の
成長につながっている。この体
験をぜひほかの生徒たちにも伝
えてほしい。

主体的に課題研究に取り組む姿勢を身につけさ
せる。

１・２年次ともにグループによる課題研
究に取り組んだので、個別の研究よりも
広い視野で研究できた。一方、インター
ネット上の情報を中心とした研究がほと
んどだったのが今後の課題である。

（所見）
　今年度、台湾の國立
新化高級中學と姉妹校
締結をすることができ
た。久しぶりに相互訪
問ができ対面での交流
の教育的効果がいかに
大きいかを実感した。
　課題研究について
は、準備期間を長く
し、要所要所で必要な
支援をし、生徒自身が
振り返りながら研究を
進めていく体制を取り
たい。

インターネット上の情報だけではなく、実践的
な探究活動ができるように支援する。

７月に阿南市役所訪問を企画し、市役所
の各部署の方に課題研究に関する質問を
し答えてもらった。また、校内でアン
ケートを実施したり、関係機関にインタ
ビューをしたりして、その結果を課題研
究に活かしたグループもあった。

自　己　評　価 次年度への課題と

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
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１）① １）① 　チーム力向上のため
にもリーダーがすべて
を負担するのではな
く、各部員が考え行動
することで人間力の成
長につなげたい。

② ② 　生徒総会での議題内
容や発表に関する充実
した活動ができた。

③ ③

２）① ２）① 　アンケートの回答率
の向上を意識する。

② ②

◎生徒指導課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

生活指導の充実を図
る。

１） 基本的生活習慣の育成に努める。 １）① １）① （評定）

　　Ｂ
○ 多遅刻生徒の減少に取り組み、

登校時に余裕を持って行動でき
るように指導する。

② ②

２） ２）① ２）① ○

② ②

１）① １）①

② ②

２）① ２）①

② ②

携帯電話安全教室・薬物乱用防止教室を開催す
る。

1年次を対象に携帯電話安全教室・薬物
乱用防止教室を実施した。

全校生徒および教職員を対象に交通マナーアッ
プ講話を実施する。

生徒会・全部活動が輪番で交通マナー
アップ活動（あいさつ運動・駐輪場での
整頓・施錠の呼びかけ）を実施した。

関係機関と連携し交通安全教育
を推進し交通事故の減少に努め
る。通学指導・駐輪指導を継続
的に実施する。

交通マナーアップ講話の実施と交通事故防止に
努め重大交通事故ゼロを目指す。（年間交通事
故件数10件以内）

重大事故は発生しなかったが、主に自転
車接触等の事故は12件発生した。昨年度
16件から減少した。

活動計画 活動計画の実施状況
全校集会で生活指導を実施する。 集会での生徒への啓発、防止指導を行っ

た。他の課等との連携を徐々に深めるこ
とができた。

全校集会や年次集会時に生活指導を実施し、基
本的生活習慣の確立を図る。

実施のできた年次集会では頭髪・服装検
査を行い、基本的生活習慣の定着を啓発
した。

５分前登校を励行し、余裕を持った通学を実践
させる。

ほとんどの生徒が余裕を持って登校でき
ているが、いつも決まった生徒が時間ギ
リギリに急いで登校する様子が見られ
た。

　全校集会はあまり実
施できなかったが、年
次集会では日常生活に
関する注意喚起ができ
た。体調不良等で、遅
刻者は微増した。
　自転車による交通事
故が依然として多い傾
向にある。安全で安心
できる学校生活並びに
登下校ができるよう交
通マナーやルールの遵
守について指導をして
いきたい。
　またヘルメットの着
用についても喚起す
る。
　事故や問題行動に対
しては教職員の協力体
制により、管理職や関
係教員・関係機関と連
携を図り、迅速に対応
できた。さらに積極的
生徒指導を心がける。

規範意識や交通安全に対する意識を
高め、社会人として通用するモラ
ル･マナーを身につけさせる。

携帯電話の適切な使用や薬物乱用防止に関する
意識を高める。

１年次を対象に携帯電話安全教室、薬物
乱用防止教室を実施した。

教員による登校指導を実施し、通学の安全を図
る。

毎朝担当教員が立哨指導をし、声かけを
することで交通安全を喚起し、生徒が
しっかりと挨拶できるようになった。

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度

各行事終了後にアンケートを実施し検証する。 Classiを活用して生徒会からのアンケー
ト等を実施し、その結果を生徒会・教員
で共有し検証した。

部活動紹介を実施し、４月と２月で入部率を調
査・把握することで、入部を促進する。

登壇する人数制限をなくしたことで、各
部が創意工夫を凝らした部活動紹介を行
い、新入生の部活動への関心を高めるこ
とができた。

自　己　評　価 次年度への課題と

部活動主将・部長会議を４月と10月に実施す
る。また、必要に応じて開催する。

会議をとおして、部長がすべての責任を
負うのではく、チーム全体で協力し合い
ながら活動するという意識を浸透させる
ことができた。

各種専門委員会、ホームルームリーダー研修会
を開催する。

学校生活における改善点を見つけて、話
し合いをすることができた。

年間を通し、生徒会や部活動生徒により校門前
であいさつ運動を20分間実施する。雨天時は昇
降口で行う。

当番を決め、毎週各部が活動に参加し
た。

活動計画 活動計画の実施状況
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◎教育相談課

学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

教育相談の充実を図
る。

１）教育相談を組織的に行うための校内
体制を整備し、教育相談に対する教
員の意識を高める。

１）① １) ① （評定）

　　Ａ
○ スクールカウンセラーの常駐が

望ましい。

② ②

２） 特別な支援が必要な生徒に対して、
スクールカウンセラーの協力を得
て、特別支援教育コーディネーター
を中心とする学校組織全体としての
対応を図る。

２） ２）

１）① １）①

② ②

２） ２）

◎人権教育課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

豊かな人間性と社会
性の涵養を図る。

１）人権に対する感性を磨き、自他の生
命の尊さを認識し、多様性を認め、
相手の立場に立って主体的に行動す
ることができる人づくりを推進す
る。

１）① 1) ① （評定）

　　Ａ
○ 社会問題研究部の部員を増や

す。活動内容について周知し、
校内の人権啓発の中心となって
いける生徒を育てる。

② ②

③ ③

２） 人権問題に積極的に取り組む態度の
育成を図る。

２）① ２）①

② ②

１）① １）①

② ②

人権学習ホームルーム活動を年間６回実施し、
相手の立場に立って主体的に行動できる生徒を
育成する。

６回のホームルーム活動を通じて、人権
意識の高揚に努めた。

各年次で人権学習ホームルーム活動の事前研修
会を行う。

４回の事前研修会を実施したことによ
り、人権学習ホームルーム活動の充実に
つながった。

人権に関する感想文や作文を書かせたり、標
語・ポスター・作詞作曲・書道などの作品制作
に取り組んだりさせる。

人権に関する標語は、全校生徒が取り組
んだ。作文は、１・２年次生が取り組ん
だ。ポスターは美術選択者、書道は書道
部員が取り組んだ。

人権委員会や社会問題研究部による啓発活動を
実施する。

人権委員が「身元調査お断り」ワッペン
運動に参加した。社会問題研究部の部員
数は０である。

活動計画 活動計画の実施状況

評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度
人権学習ホームルーム活動を年間６回実施す
る。人権教育をとおして、生徒の人権意識の高
揚を図る。

６回のホームルーム活動を実施した。生
徒の87.8％が「学校は人権学習ホーム
ルーム活動を通じて人権意識の高揚に努
めている」と回答した。

教職員の人権学習ホームルーム活動事前研修を
年間４回実施する。（５テーマ）

４回の事前研修会を実施した。 （所見）
 ６回の人権ホームルー
ム活動により、個別人
権課題について学習で
きた。
　月に１回の「富西人
権の日」と人権に関す
る作品づくりが人権に
ついて考えるよい機会
になった。
　人権委員が「身元調
査お断り」ワッペン運
動に参加し、35年続い
ている啓発活動をする
ことができた。

「富西人権の日」を月に１回実施する。 「富西人権の日」を月に１回実施した。

自　己　評　価 次年度への課題と

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策

相談室を積極的に活用し、いつでも相談室を活
用して相談にのる態勢であることを知らせる。

相談室ではスクールカウンセラーによっ
て20名の生徒、５名の保護者との面談が
実施された。

生徒の共通理解を図るために、年間４回の教育
相談研修会を実施する。

年間４回の研修会の他に、個別の相談会
を実施した。

スクールカウンセラーと協力し、年108時間の
カウンセリングの時間を適切に教員や生徒・保
護者に連絡し、計画的に実施する。

行事予定表への記載や口頭での案内のほ
か、本校のホームページやClassiを通じ
て周知し、計画通りに実施した。

相談室を必要に応じて開放する。 相談室を継続使用する生徒はいなかった
が、状況に応じて開放できた。

教育相談研修会を年間４回実施する。 １学期１回、２学期２回、３学期１回の
計４回実施した。

（所見）
　教職員一人一人が高
い意識を持って教育相
談に取り組むことがで
きた。次年度も教職員
の教育相談に関する知
識やスキルをさらに向
上させ、よりきめ細か
く生徒理解に努める必
要がある。

スクールカウンセラーによるカウンセリングに
ついて、教員・生徒・保護者に適切に周知し、
効果的に活用することで生徒理解や支援につな
げる。

組織的かつ計画的な実施により、カウン
セリングを効果的に活用し、生徒理解や
支援につなげることができた。

活動計画 活動計画の実施状況

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度

自　己　評　価 次年度への課題と
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③ ③

２）① ２）①

② ②

◎環境防災課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

環境問題に強い関心
を持ち、持続可能な
社会の担い手を育
む。

１）環境問題に強い関心を持ち、持続可
能な社会の担い手を育む。

１） 1) （評定）

　　Ｂ
○ 地球温暖化等私たちを取り巻く

環境問題について、委員だけで
なく全校あげての意識改革が必
要である。

防災クラブの活動を
活性化し、防災リー
ダーの育成に努め
る。

２） 防災クラブの活動を活性化し、防災
リーダーの育成に努める。

２）① ２）① ○ 南海トラフ地震や新型コロナウ
イルス感染症対策など常にアッ
プデートして柔軟に対応できる
実践力を身につけさせる。

② ②

１） １）

２）① ２）①

② ②防災士育成講座の案内を行い、受講生への指導
を行う。

全校生徒に講座の案内をした。受講の決
まった生徒に対しては、テキストを渡し
資格取得に向けた学習に取り組むよう促
した。

活動計画 活動計画の実施状況

環境委員が節電・節水を呼びかける。 新型コロナウイルスおよびインフルエン
ザ等、感染症予防のために手洗い励行、
換気を行うとともに、節電・節水の呼び
かけも適宜行うことができた。

防災クラブを中心に避難所運営ゲーム（ＨＵ
Ｇ）を実施することによって、高校生が避難所
運営に携われるようにする。

予定を変更し、防災に対する知識を深め
るため、富岡六町地区自主防災会と連携
した防災避難訓練や防災研修会を行っ
た。

教室における不在時の消灯などによる節電や節
水を徹底する。

節電・節水の取組ができていると考えて
いる生徒は84％であった。

年間５日以上、防災クラブの活動を行う。 消火器設置場所の確認や備蓄品の確認・
運搬を行った。富岡六町地区自主防災会
と連携した防災避難訓練や防災研修会を
行い、防災のための知識と技能を身につ
けた。

（所見）
　環境保全および防災
に対する意識の向上を
目指して、より一層徹
底が必要である。

防災士の受講生徒を増加させる。 今年度は、各校２名以内という制限が
あったため、希望者全員が受講すること
ができなかった。日程変更などもあり、
実際に講座を受講し、防災士の資格を取
得したのは１名にとどまった。

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度

人権に関する感想文や作文を書かせたり、標
語・ポスター・作詞作曲・書道などの作品制作
に取り組んだりさせる。

作品づくりをとおして、人権問題を自己
の問題として考える契機とすることがで
きた。「あいぽーと」の人権に関する作
品には３作品、阿南市人権啓発作品にも
３作品入賞した。

人権委員会で「じんけん富西」を作成し発行す
る。

人権ホームルームの際に、人権委員が報
告書を作成し、それをもとに、啓発紙
「じんけん富西」を発行した。

自　己　評　価 次年度への課題と

「富西人権の日」の人権に関する行事を企画・
運営する。

計画通り実施した。多様な行事を盛り込
むことで、人権意識の高揚に努めた。
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◎総務課
学 校 関 係 者 評 価

重点課題 学 校 関 係 者 の 意 見
総　合　評　価

読書活動の推進をと
おし、豊かな人間性
と社会性を育む。

１）学校図書館の利用をとおして、読書
に親しむ態度や、知的好奇心を刺激
することで、物事の本質を探究しよ
うとする態度を育む。

１） １） （評定）

　　Ｂ
○

生徒・保護者・地域
から信頼される学校
づくりに努める。

２） ＰＴＡ役員会や牛岐同窓会等で積極
的な意見交換を行うなど、地域社会
との連携を図る。

２）① ２）①

② ②

１） １）

２）① ２）①

② ②

役員会の開催にあたっては、文書での案内のほ
かホームページやClassiでの案内を行う。

役員会の開催にあたっては、文書の配付
とClassiで参加を呼びかけた。

牛岐同窓会開催にあたっては、文書・新聞広
告・ホームページ掲載など広報に努める。ま
た、問い合わせには丁寧に対応する。

総会開催にあたっては、文書・ホーム
ページ掲載など、広報に努めた。また、
電話・メールによる問い合わせも増加し
たが、丁寧に対応することができた。

総会では、本年度講演会を再開すること
ができた。参加者は昨年度より増加し、
約50名であった。

活動計画 活動計画の実施状況

教員はもちろん、読書会の実施や「Library
News」の発行、または学級文庫の設置および利
用の呼びかけなど、図書委員による読書活動の
推進を図り、学校図書館の積極的な利用を促
す。

図書委員は、読書会における本の選定や
参加を呼びかける活動、図書館内での推
薦図書紹介など、意欲を持って活動でき
た。「Library News」はClassiで各家庭
にも配信し、学校図書館の活用を呼びか
けた。

評価指標 評 価 指 標 の 達 成 度
学校図書館の利用について、一人あたりの利用
回数は年間10回、貸出冊数は３冊以上を目標と
する。

一人あたりの利用回数は14回で、目標を
達成した。一人あたりの貸出冊数は前年
度より増加し、2.1冊となった。

学校図書館長寿命化により、安
心して利用できる環境が整備さ
れた。このことを生徒・教職員
に周知・浸透させ図書館活動の
活性化を図る方策を引き続き検
討したい。ＰＴＡ役員会を年４回実施し、意見交換を行

う。
４、５月に予定通りＰＴＡ役員会を実施
し各会30名を越える参加者があり、活発
に意見交換することができた。第３回役
員会は、中心議題であった富西祭ＰＴＡ
バザーが見送られたことで、中止とし
た。

（所見）
 学校図書館が改装され
たことで、利用者は次
第に増加しつつある。
今後、目的に応じて、
より気軽に、楽しんで
図書館を利用し、読書
に親しむ態度を育める
よう、引き続き運営の
検討をしていきたい。
　また、ＰＴＡ・牛岐
同窓会ともさらに連携
を深め、生徒の教育活
動を支える必要があ
る。

牛岐同窓会総会を開催し、昨年度以上の参加者
数を目指す。

自　己　評　価 次年度への課題と

重点目標 評価指標と活動計画 評　　　価 今後の改善方策
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